
 

 警 察 庁  
  

      交流採用（ 民間企業 → 国 ） 
 

① 交流採用したいと考えているクラス（年齢）、人数等 

 課長補佐級（40～50歳程度）１名（令和８年４月採用予定） 

 

② 交流採用が考えられる職務 

全国警察のシステムを集約・統合するシステム基盤の整備に関するプロジェクト管理、

企画等の業務に就いていただくことを想定しています。 

 

③ 上記職務に就かせる場合の交流採用者に求める条件（業種名、専門性等） 

次の条件に合う方が望ましいと考えています。 

・ システム開発におけるプロジェクト管理に係る業務経験のある方 

・ 情報処理技術者等の情報システム関係の資格を保有している方 

・ コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力等を有している方 

 

④ 府省のＰＲ及び人事担当者からの一言 

  社会情勢の変化等に的確に対応するため、警察においても情報システムの合理化・高度

化を進めていくことが喫緊の課題となっています。警察庁では、民間企業から専門的知

識・能力を有する方を採用することにより、官民連携を強化するとともに、より一層円

滑・効果的に業務のデジタル化を推進していきたいと考えています。 

 

〔担当者〕 

氏 名：髙瀬 勝也 

所 属：警察庁長官官房人事課専門官 

連絡先：０３－３５８１－０１４１ 内線２６２３ 

 



 

警 察 庁  
  

      交流採用（ 民間企業 → 国 ） 
 

① 交流採用したいと考えているクラス（年齢）、人数等 

 係長級（25～35歳程度） １名（令和８年４月採用予定） 

 

② 交流採用が考えられる職務 

サイバー警察局サイバー企画課において、サイバーセキュリティ対策に資する分析や官

民連携の強化に向けた各種企画・立案等の業務に就いていただくことを考えています。 

 

③ 上記職務に就かせる場合の交流採用者に求める条件（業種名、専門性等） 

次の条件に合う方が望ましいと考えています。 

・ サイバーセキュリティに係る知見、業務経験のある方 

・ ＣＩＳＳＰや情報処理安全確保支援士等のセキュリティ関係資格を保有している方 

・ コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力等を有している方 

 

④ 府省のＰＲ及び人事担当者からの一言 

  サイバー空間をめぐる脅威の深刻化を踏まえ、脅威への対処能力を強化しサイバーセキ

ュリティを確保することは喫緊の課題です。警察庁においては、民間事業者から専門的知

識・能力を有する方を採用することにより、官民の連携を強化し、サイバー空間の脅威に

対して更に積極的に対処していきたいと考えています。 

 

〔担当者〕 

氏 名：髙瀬 勝也 

所 属：警察庁長官官房人事課専門官 

連絡先：０３－３５８１－０１４１ 内線２６２３ 

 

 


